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京都大学防災研究所教授　川 崎  一 朗 
事実に語らせよ  
冷 血 
　私の学生時代（1960年代後半）、トルーマン・
カポーティの「冷血」（龍口直太郎訳、新潮社、
1967）がベストセラーになり、一世を風靡した。
カンザスの田舎町で起きた一家４人皆殺し事件
の犯行から犯人の絞首刑までを追った犯罪小説
である。なお、カポーティは「ティファニーで
朝食を」の原作者でもある。 
　「冷血」に影響を受け、佐木隆三は「復讐する
は我にあり」を書き、1976年の直木賞を受けた。 
　「冷血」にも「復讐するは我にあり」にも私は
文学としての感興は余り受けなかったが、事実
を簡潔な文章でひたすら積み重ねて行くことに
よって文学としてのメッセージを送り出す「事
実に語らせよ」というノンフィクション・ノベ
ルの方法論は、20才を過ぎたばかりの私には新
鮮な衝撃であった。 
　それは、自然科学にとってこそ必要な態度で
あろう。非常に面白い発見や重要な発見をした
とき、「面白い」や「重要な」という言葉を使わず
に、それにまつわる方法や解析経過や小さな事
実の相互関連などを淡々と書き連ねることによ
って、それが面白いことや重要であることを自
ずと読み手に理解して貰えるように書きたいも
のだと思うようになった。 
　もちろん、自然科学の研究といえども、人間
くさく、個性的な存在であることは当然である。
ただ、その人間くささや個性を淡々と事実を書
き連ねることによって表現してしまうクールさ
を併せ持ちたいと言う意味であろうか。 
「登呂」の記録 
　あのころ、新幹線の静岡駅を降りて南に歩くと、
田圃の中に登呂遺跡があった。「「登呂」の記録」
（森豊著、講談社、1969）によると、戦争中の
1943年、軍需工場の建設工事によって登呂遺跡
が発見された。当時毎日新聞の記者であった著
者は戦争中に遺跡を守り抜くことに力を注ぎ、
考古学に大きな貢献をした。個人の情熱が何事
にも重要であることを学んだ。 
　現地には高床式の建物の復元物が建っている。
誰も見たことがないのに、どうして、高床式で
あったことが分かるのだろうか？　高床式か低
床式かを巡っては、長い間、学会で激しい論争
が行われた。その論争にケリを付けたのは、中
央に四角い穴が空いた円盤状の板が発見された
からであった。それは鼠返しであるとことになり、
それならば、高床式であるという考えが定着す
るようになった。「小さくとも急所が全体像を
左右する」ことを私は学んだ。 
　弥生時代は、農業の生産効率も悪く、人口は
現在の100分の１のオーダーで、安倍川扇状地
の定住人口も数千人を出なかったであろう。そ
んな頃から鼠と闘っていたのである。 
ライシャワーの日本史 
　1980年代の中頃、「ライシャワーの日本史」（エ
ドウィン・ライシャワー著、国弘正雄訳、文芸春
秋）が出版された。ライシャワーは、元アメリ
カ合衆国駐日大使で元ハーバード大学教授である。
この本も余りにも著名で、私などが解説するま
でもあるまい。 
　私が特に興味を感じたのは次の点であった。
日本が中国文明をモデルにしたように、北ヨー
ロッパの国々は地中海文明をモデルにした。ラ
イシャワーは、日本文化と北ヨーロッパの国々
の文化を比較し、「日本文化と中国文明の距離」
は「北ヨーロッパの国々の文化と地中海文明の
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距離」よりずっと大きく、日本は独特の生活様
式と独創的な文化を創り出したと述べている。 
　当時、私は、地方大学の貧弱な研究環境と苦
闘していたが、「圧倒的な力を持つ中心文明から
の距離」を独創性の物差しとする彼の考え方が、
「貧しくともアメリカのキャッチアップ研究は
しまい。運が悪くて研究者として干上がっても
やむなし。」という覚悟をする背中を押したこ
とは確かである。のちには「京都大学らしさ」
を考える参考にもなった。 
スロー地震とは何か 
　振り返ってみると、その時は意識はしていな
かったが、若き日の読書がその後の研究者とし
ての在り方を左右したと思えてならない。 
　この原稿を書くにあたっていくつかの点を確
認しようと思って本棚を探したが、思い出深い
多くの本が無くなっている。考えてみると、興
味深い本ほど、友人達が持って行ってしまった
記憶がある。度重なる引っ越しで行方不明にな
ったのもある。幾つかのものについては再刊本
で補っているのだが、自分の心の一部が失われ
てしまったような喪失感を味わっている。 
　私事になるが、今年の春、NHKブックスの
一冊として「スロー地震とは何か」を世に問う
こととなった。私としては、「事実に語らせよ」
をはじめとして、これらの読書から学んだこと
をそれなりに実践したつもりであるが、どれだ
け成功したかどうかは自分では冷静には判断で
きないでいる。 
　最後に、一冊の本でなく、四冊の本になって
しまったことを御容赦頂きたい。 
（かわさき　いちろう） 
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　京都大学中期計画にある「開館時間の延長な
ど利便性を高める方策を講ずる」に合わせて、
利用者サービスの充実を図るために、以下の５
点について規程の改正を行いました。新しい利
用規程は、平成18年７月31日より施行しており、
下記附属図書館ＨＰから見ていただけます。 
http://www3.kulib.kyoto-u.ac.jp/etc/reiki/6-1.pdf 
１．開館日を拡大することによる改訂（年間の開
館日数、302日から339日に37日増）［休館
日（第７条）］。以下に示すとおり、休館日は
年間63日が26日に減少。 
①祝日と創立記念日の開館。開館日15日増。 
　付随して、祝日、創立記念日の開館時間を規程。
［開館時間（第六条）］ 
②年度初めの開館準備期間を２日短縮。４月４、
５日は開館。開館日２日増。 
③年末年始の休館日を変更し、冬季休業期間を
休館に。休館を３日（12月 25、26日、１月
５日）短縮。開館日３日増。 
④夏季休業期間中の土曜日、日曜日、祝日の開館。
開館日15日増。 
⑤試験期間中の月末休館日（１月、７月）は開館。
開館日２日増。 
2．メディアコモン設置に伴う「視聴覚資料」の
追加［図書館資料（第２条）］、及び視聴覚資
料は貸出しない資料とすること［貸出しない
図書館資料（第13条）］。 
3．［「利用者」（第３条）］の規程整備。「教職員」
を「役員及び職員」に改訂。 
4．入庫検索を学部学生にも認めた［入庫検索（第
１８条）］、相互利用（サービス）は従来から 
そうであるが、学内者に限定したサービスで
あることを明記した［相互利用（第２２条）］。 
5．［「入庫検索時間」（第 19条）］の規程整備。
平日（月から金）と土曜日・日曜日・祝日の
二つの開館時間パターンに合わせて入庫検索
時間も規定。 
（附属図書館情報サービス課） 
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